須貝演習(2)および(3)所属学生を対象とした卒業論文作成の手順

2005年5月8日作成

1． 全体のフロー・チャート


２．データ・ダウンロードの具体的な方法

(1) 自分が就職したい、または興味がある業界を決定すること｡

(2) 業界として、どのようなものがあるかを調べる｡

(3) そのために、進路指導課の資料棚にある｢業界研究｣シリーズの本を調べること｡

(4) 特定の業界本、たとえば｢アパレル業界｣をよく読み、紳士服業界、婦人服業界、子供服業界、ラクジャリー業界などの小分類に注意しながら、自分が研究したい業界の上位３社を調べること｡

(5) 上位３社は、できれば東京証券取引所上場企業であってほしい｡

(6) 図書館にフロッピー・ディスク１枚を必ず持参して、貸し出しカウンターにて学生証と交換の上、「日経ニーズ企業財務データベース（連結決算）」を館内利用借出しすること｡

(7) 図書館階段下にある上記のデータベースが使用できる所定のコンピュータに着席して、CD-ROMドライブにデータ・ディスクを入れる｡

(8) 画面上にある「日経ニーズ企業財務データベース（連結決算）」のアイコンをマウスでクリックして、ソフトウェアを立ち上げる｡

(9) 自分の調べたい上位３社を１社ずつソフトウェアで探し出す｡

(10) データを保存する場所をフロッピー・ディスクと指示して、過去５年分の財務データを保存する｡

(11) １号館５階の共用室または授業教室にあるコンピュータで、まずFFFTTPを使用して、フロッピー・ディスクにある企業財務データを大学のFTPサーバー上にある自分のデータ保管場所に保管する｡

３．データ分析の流れ

(12) MSエクセルを立ち上げて、経営分析を開始する｡

(13) 分析は、２年後期または３年前期終了までに、まず損益分岐点分析を完了すること｡損益分岐点分析の詳細については、教科書の該当章を参照｡

(14) つぎに、成長性と収益性に関する経営指標を完了すること｡

(15) 完成した卒業論文は、会社説明会および入社試験、特に面接試験には持参して質問があった場合、現物を見せること｡
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自分が就職したい業界とその上位3社を決定すること。





これら3社の損益分岐点分析をレポートとして提出することが、進級要件です｡





3年次より演習に入る学生は、左の2年後期の要件を満たした上に、下記参照｡





2年次より進級した学生は、3社の成長性と収益性の経営指標をレポートとして夏休みまでに提出すること｡





遅くとも10月末までに、卒論を完成するように夏休みを返上してもがんばること｡


10月末より就職活動として、エントリーシート記入、会社説明会出席登録、出席、入社試験が始まるから。





4年の夏休み前までが卒論の締め切りです｡それ以降になると、卒論・単位修得・就職活動の３重苦となり、卒業が不確定になる学生が出て来る｡





大半の学生は、卒論・卒業単位・就職内定となる。後期はオンライン教育ホームページの指示に従って、連絡を絶やさないこと｡








